
ＣＯ２排出ゼロの船舶、実用化へ ２８年に、海運環境対策で工程表国土交通省発表 

 

国土交通省と海運業界は、地球温暖化を招く二酸化炭素（ＣＯ２）を排出しない船舶の実用

化に向けた工程表をまとめた。水素やアンモニアといった次世代燃料を使った船舶の開発

を進め、２０２８年までの商業運航を目指す。国際海事機関（ＩＭＯ）は海運分野で今世紀

中の排出ゼロ実現を目標に掲げており、日本が対策をリードしたい考えだ。 

 

 現在は重油などの化石燃料が主流。ＩＭＯによると、国際海運でのＣＯ２排出量は１２年

時点で約８億トンに上り、世界全体の排出量の２％を占めた。ＩＭＯは１８年、排出量を５

０年までに５０％以上減らし、「今世紀中なるべく早期」にゼロにする目標を打ち出した。 

文出典：東京新聞 

 

 

画像出展：国土交通省 


